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１．研究計画の概要 
 研究は、「森」と「原」「野」という対極に
あるものを取り上げ、古代から中世の形成の
社会の自然－人間の関係の特質を環境歴史
学の視点から明らかにしようとする試みで
ある。「森」や「原」「野」は水田や畑などの
耕地に比べると、人間から遠い存在で、これ
まで歴史の研究の俎上にあがってこなかっ
た。しかし、森と神社の関係、地目としての
「野」の存在を考えると、自然と人間の関係
を考察するもっとも重要なキーワードとい
える。本研究では、歴史的アプローチと文学
的アプローチを総合化し、阿蘇を中心に草原
と森の関係を考察する一方、都市空間におけ
る森と野の役割を明らかにしようと考えて
いる。 
 

 

２．研究の進捗状況 
(1) 阿蘇山の西山麓の「野」で天正 6年まで
おこなわれていた下野狩神事の史料を永青
文庫で発見し、この史料を翻刻し、現地調査
を行い、阿蘇における「森」と「野」の歴史
を解明する作業を進めている。 
(2) 京都などの都市空間の周縁に広がる
「野」「森」に注目し、それが都市空間とど
のような関係にあるのかを文学、歴史の両面
から分析している。 
(3)歴史資料、文学資料に見える「原」「野」
と「森」の用語を整理し、「原」「野」と「森」 
の関係、歴史的変遷を明らかにし、今年度そ
の成果を発表する予定である。 
 

３．現在までの達成度 
 「森」と「原」「野」に関する史料を歴史
資料と文学資料の両面から調査・研究を進め
てきた。ほぼ当初の計画どおりに進行してい
る。しかし、成果の公開の面でやや問題があ
る。昨年度、最終年度を迎える前に、この研
究の基礎資料となる「阿蘇下野狩関係史料」
を公刊しようと考え、公開促進費を申請した
が、採用されなかった。本年度、再度公刊を
挑戦したい。 

研究の面では、阿蘇の下野狩神事の分析を
通じて、野焼きと草原の利用の歴史を解明で
きる段階になった。また、平城京平安京など
の都市の生活の中で野や森がどの位置付け
をもつのかが文学や歴史史料の分析から少
しずつ解明できる段階となった。しかし、歴
史と文学の総合化という面では、分担者との
検討がまだ不足している面がある。本年度そ
の部分を詰めて行きたい。 
 

 

４．今後の研究の推進方策 
研究代表者は、総合地球環境学研究所のプ

ロジェクト研究「日本列島における人間－自
然相互関係の歴史的・文化的検討」の九州班
の班長を務め、考古学や自然科学的手法を取
り入れ、阿蘇・くじゅうなどの草原の形成・
維持の問題を検討してきた。 

ここでは、古代・中世という短期的な時間
の中ではなく、狩猟・放牧と野の利用、火と
野の関係を旧石器・縄文時代から検討し、阿
蘇の「野」が縄文時代から維持されているこ
とと推定した。日本の「野」は、自然にでき
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たものではなく、「狩猟」「放牧」「農業」な
どの長年にわたる人間の営為の結果として
維持されてきたことが明らかにされつつあ
る。 
 本研究では、そのような長い時間の中で、
古代・中世の時期がどのような位置にあるの
かを明確にする必要がある。また、森と野の
文化は、東アジア世界・世界の中でどのよう
な位置にあるのかが課題となってきた。そこ
で、今年の３月、中国雲南省の棚田地帯、畑
作地帯の調査を行い、この問題のヒントを得
ようと考えた。 
 今年度の最終報告で、この成果を整理し、
盛り込もうと考えている。また、今後の研究
展は、日本の森と野の文化のグローバルな歴
史の中でどのような位置づけもつのか、その
特性はなにかが課題となってきている。 
 最終年度の報告書では、このような展開を
意識しつつ、阿蘇における調査、都市周辺に
おける調査というフィールド的調査成果と
文献上の用語的調査の成果をまとめあげる
ことを目標にしたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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